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生徒一人一人の社会的・職業的自立に向け、必
要な基盤となる能力や態度を育む「キャリア教育」。
中学校では、さまざまな機会を通じ、望ましいキャ
リア発達をねらい教育活動を展開しています。

後期に入り、１年生は宿泊体験での職業講話。２
年生は地元事業所から協力をいただき４日間のＣ
ＳＷ。３年生は昭和こども園での保育体験など、実
際に体験し、働く方から話を伺うなど、学校では得
がたい貴重な活動を行わせていただきました。ま
た、３年生は進路説明会を実施し、これからの進路
実現に向け親子で確認しました。

生徒たちは、人生の中で多くの時間を職業人とし
て過ごすことになります。職業や働くことについて
正しい考えを持ち、どのような職業に就き、生活を
送るのかを考えることは、いかに生きるのか、どの
ような人生を送るのかということと深くかかわって
いきます。これからも生徒たちの明るい未来に向
けて、支援してまいります。

２年：昭和こども園でのＣＳＷ

３年：親子での進路説明会
１年：宿泊学習での職業講話



10月２日(水)、生徒会役員選挙の立会演説 10月11日(金)、新生徒会役員の任命式を行

会並びに投票を実施しました。どの立候補者 いました。最初に、新生徒会執行部員に学校

も学校のために頑張りたいという強い思いが 長から任命書を手渡しました。その後、役員

伝わる立派な演説をしていました。また、立 を代表して生徒会長の冨樫美咲さんが、今後

会演説会に臨んだ生徒たちも立候補者の心意 の活動に対する決意の言葉を述べました。新

気を真剣に聴いていました。入場券を持って 執行部員は、次の通りです。

臨んだ投票は、実際の選挙で使用われる「投

票箱」や「投票記載台」などの選挙用具を市

選挙管理委員会からお借りして行いました。

市選挙管理委員会の職員も投票に立ち会い、

生徒たちにとって、本物に触れる貴重な機会

となりました。

本校では、生徒会活動を重要な活動の１つ

に位置付けています。選ばれた生徒会役員と

全校生徒が協力して、羽城中学校を大いに盛

り上げてほしいと思います。

羽城中の生徒会活動を推進してきた前生徒

会執行部員の思いを引き継ぎ、羽城中を更に

発展させることを期待します。

＜生徒の振り返りから＞ 票で日本が変わるかもしれないということだ
から、選挙に行く重大さが分かった。

○私たちの一票一票が結果を大きく変えると ○今日、投票を行って感じたことは投票するこ
いうことがわかりました。「誰でもいいや」と との大切さです。自分がたった一票でも投票
いうように決めてはいけないことを改めて感 することによって自分の意見が反映されるか
じ、これからも話をよく聞いて判断したり行動 らです。私は３年後選挙権をもつので、その
したりしたいと思いました。 時は自分の意見と同じ立候補者に投票して

○生徒会に立候補する人たちの演説を聞き、 自分の意見が反映されるようにしたいです。
全員強い意志を持って生徒会に入りたいと ○この人はどんな学校にしてくれるのだろうと
いう思いがひしひしと伝わってきました。今回 想いながら演説をしっかり聞きました。選挙
は１年生の副会長のみを決めましたが、一人 の場所や人が本番みたいで、大人になったら
は「一人一人を大事に」、一人は「学校のた こういうふうに選挙するん
めにあいさつを」という感じの内容でとても だと想像ができました。生
悩みました。ですが、責任ある一票を入れら 徒会役員には、前よりも楽
れたのではないかと思います。 しくあいさつが飛び交うよ

○たった一票で学校が変わるかもしれない。こ うな学校にしてほしいと思
れを３年後の選挙に置き換えると、たった一 います。

◎会 長：冨樫 美咲(２－２)

◎副 会 長：加賀谷緋来(２－２)

奈良ひまり(２－２)

菊地 望桜(１－２)

◎書 記：菊地 つき(１－２)

◎一般執行部員：伊藤 潤葉(１－２)

佐藤 楽(１－１)

伊藤 友喜(２－１)

生徒会役員選挙 新体制がスタート！



１年生は、10月24日(木)から25日(金)までの２ 10月22日(火)から25日(金)までの４日間、

日間、田沢湖あきた芸術村にて宿泊学習を行い ２年生のキャリア・スタート・ウィーク（職場

ました。「艱苦奮闘～Memory of new friend 乗 体験学習、以下ＣＳＷ）を実施しました。ＣＳＷ

り越えよう「苦」を～」というスローガンを下 は、潟上市内の事業所の力を借りながら、「働く」

に、実行委員が中心となって準備を進めてきま ことを通して勤労の喜びや苦労、社会人として必

した。 要な資質を学ぶことを目的とする学習です。生徒

１日目は昼食を摂った午後から「わらび座ミュ たちは事前の学習で職場と連絡を取り、マナーや

ージカル観劇」、「踊り体験教室」を行いました。 ＣＳＷ期間中の服装・持ち物を確認しながら、４

特に、踊り体験ではどのクラスも大いに盛り上が 日間の体験学習を迎えました。

ったようです。２日目は「田沢湖ビール」「ゆぽ 生徒たちは様々な年齢、立場の人と関わり

ぽ本館」「劇団わらび座」をめぐり、施設見学や ながら仕事をする経験をし、かなりの緊張感

職業講話を通して働くことについて学びました。 をもって過ごした期間でした。活動を終えた

宿泊学習を通して、仲間を思いやる行動、自分 生徒たちは、職場体験学習を通して、自分と

自身を律して行動する姿など、入学当初にくらべ 社会との関係について様々なことに気付いた

確実に成長している姿が見られました。これから り、発見したりするなど、たくさんのことを

も自分のよさを積極的に発揮し、２年生になる準 学んだはずです。生徒たちを受け入れてくだ

備をしていってほしいと思います。 さった事業所の皆様、本当にありがとうござ

いました。また、弁当の準備や送り迎え、コ

メントの記入などにご協力いただきました保

護者のみなさまに感謝いたします。

今後は４日間の体験を振り返りながらお礼

状を書き、11月いっぱいかけて体験内容をま

とめる活動を行います。後日、発表会のご案

内をいたしますので、是非おいでください。

て力強い教育を推進していこうとするものです。

各種競技大会や羽城祭などでの生徒たちの頑

11月１日は「あきた教育の日」です。県勢発 張りは、保護者や地域の方々の応援や励ましな

展の原動力は「人」であり、「人」は財産です。 どが大きな力となっています。２年生のＣＳＷ

そのため、県民一人一人が教育に関心をもって、 もそうです。毎年実施されるこの職場体験は、

学校、家庭、地域、企業などが連携・協力して まさに、地域・企業との連携・協力のたまもの

子どもたちを育てようという共通の認識に立っ です。今後ともどうぞよろしくお願いします。

ブルーメッセ ほのぼの苑よさこいソーラン

にぎやかな昼食

出発式

飯田川小学校 ザ・ビック武家屋敷散策

ミュージカル観劇

施設見学

地域に学ぶ～キャリアスタートウィーク～１年宿泊学習～深まった絆～

あきた教育の日



友だちの活躍

◆第22回東北少年軟式野球新人大会

準優勝 ２年 淡路昊希

１回戦

○男鹿潟上南秋ク ５－２ 石巻中●

準決勝

○男鹿潟上南秋ク ７－３ 石川義塾中●

決勝

●男鹿潟上南秋ク ３－４ 野田中ク○

◆令和６年度男鹿市民スポーツ大会卓球大会

ジュニア２部 優勝

加賀谷緋来 菅原円香 菅原梨衣那

◆第16回潟上市柔道大会

中学校男子団体の部 優勝

門間大和 牧野巧俊 伊藤蒼真

中学校女子団体の部 準優勝

信田珠希 小玉華寧 伊藤 凛

◆第41回秋田県空手道少年錬成大会

中学２年生 女子個人組手 第２位

奈良ひまり

中学生団体組手 第３位

奈良ひまり 泉 佑京 佐藤 楽

◆秋田県秋季体育大会

【サッカー】

１回戦 ●羽城 ０－４ 秋田東

◆第66回六市四郡剣道大会

中学生女子の部 優勝

舘岡 葵 佐々木育心 菊地 真尋

菊地 望桜

中学生男子の部 第２位

佐々木慎之介 藤原 昊大 伊藤 颯太

小林 流

11月の主な行事予定

２日(土) 県中学校秋季剣道大会
県中学校秋季柔道大会～３日

３日(日) 文化の日 部活動休止日

４日(月) 振替休日

５日(火) 津波防災の日

６日(水) 市郡教科等研修会 ３校時限
避難訓練 部活動休養日

７日(木) ２年生脊柱側わん症検査

８日(金) 漢検②

10日(日) 剣道段位審査、形講習会

11日(月) 三年生三者面談～15日

12日(火) 朝のあいさつ運動
火曜⑥①⑤④②③の授業

13日(水) 部活動休養日

14日(木) 後期生徒総会
木曜②③④⑤の授業

15日(金) ３年生後期中間テスト

17日(日) 部活動テスト休み～20日

18日(月) 学習相談～19日

20日(水) 職員会議
１年生ＳＯＳの出し方講座
進路指導委員会①

21日(木) １、２年生後期中間テスト

22日(金) ２年生認知症サポーター中学生養成講座

23日(土) 勤労感謝の日

27日(日) 部活動休止日

28日(木) ３年生実力テスト⑥

29日(火) Ⅱ期時間割最終


